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Ⅰ ティーチング・ポートフォリオ     

１．教育の責任（教育活動の範囲） 
獣医学部獣医学科に所属し専門科目である家畜衛生学およびこれに関連した大動物臨床分

野を中心とした教育・研究活動を行っている。主たる教育活動は家畜衛生学に関連する科目

（家畜衛生学、家畜衛生学実習、牧場実習、産業動物獣医総合臨床）と大動物臨床に関連す

る科目（産業動物臨床基礎実習、インターン実習、専門学外実習、産業動物臨床実習）の担

当、研究室生の研究支援（卒業論文）である。 
 
科目名 学科・専攻 必，選，自 配当年次 受講者数 
産業動物臨床基礎実習 獣医学科 選択 1 143 

牧場実習 獣医学科 必修 2 137 

家畜衛生学 獣医学科 必修 4 122 

家畜衛生学実習 獣医学科 必修 4 128 

インターン実習 獣医学科 選択 4 0 

産業動物獣医総合臨床 獣医学科 必修 5 162 

専門学外実習 獣医学科 必修 5 150 

産業動物臨床実習 獣医学科 必修 5 150 

総合獣医学 獣医学科 必修 6 142 

卒業論文 獣医学科 必修 6 1 
 

２．教育の理念（育てたい学生像，あり方，信念） 

教育のあるべき目標は、自ら問いをたて、自分の頭で考え、自ら解決する力をもった人材

を育成することだと考えている。実社会において、問題解決能力は必須であるが、このこと

を担当科目である家畜衛生学と大動物臨床分野を通して学んでいただきたい。具体的には、

疾病の正しい診断からその発生要因を分析（問をたてる）、実施すべき適切な対策を考え、

行動にうつすことによって疾病予防と生産性向上につなげるという一連の流れの学びと体験

を通して、自分の頭で考えることの重要性を伝えたい。 
3． 教育の方法（理念を実現するための考え方，方法） 
上記の理念を実現するために、主担当である家畜衛生学実習を中心に「自分の頭で考え」、

「それを他人に伝えることができる」という方針で教育を行っている。具体的な方法とし

て、家畜衛生学実習でははじめに関連する基礎的な知識について講義のあと実際に実験や測

定を実施し、データ収集を行う。そして、得られた結果について「獣医師としてこの結果を

どう解釈するか」という視点から考察し、これらをレポート形式にまとめて提出することと

している。これら一連の作業は班単位で行って実験や測定結果は班員で共有するものの、考

察は各自で考え自分の言葉で記述するよう指導している。尚、考察にあたっては班員間でデ

ィスカッションした上で自分の考えをまとめることを推奨している。また、レポートの考察

部分の記述に際しては、「正解はないこと、根拠があればそれが答えであること」をあらか

じめ学生に伝え、評価基準を明確にしておくことで自分の考えたことを自由に記述できるよ

うに工夫している。提出されたレポートは、検査結果が妥当なものか、計算間違いがないか



などをチェックするとともに根拠に基づいた考察がされているか、複数の検査項目について

総合的な考察がされているかなどについても読み取り、コメントを記入し学生に返却するこ

ととしている。レポート採点を通じて全体の学習効果が把握可能となり、実習時の説明内容

や方法について随時改善をはかることができている（家畜衛生学実習は同一内容を複数日に

分けて行っているので、後半に受講する学生教育に反映されている）。 
アクティブラーニングについての取組 

家畜衛生学実習時に課しているレポートの「考察」部分は自由記述とし、実験や測定
結果だけでなく、班員のグループディスカッションの結果も反映させるよう推奨してい
る。学生間という話やすい環境の中で、自らの考えを率直に他人に言葉で伝えようとす
ることで自分の考えを客観視することができ、考察が深まるよう取り組んでいる。 
ICT の教育への活用 

これまで紙媒体で配布していた家畜衛生学実習テキスト（53 ページ）を 2020 年度は
PDF でも配信した。実習時はおよそ 2 割の学生が iPad 等で PDF テキストを利用してい
た。タブレット必携の学年が受講するまでに紙媒体はなくす予定としている。 

 

4. 教育方法の改善の取組（授業改善の活動） 

①教育（授業，実習）の創意工夫（B） 
②学生の理解度の把握（A） 
③学生の自学自習を促すための工夫（B） 
④学生とのコミュニケーション(質問への対応等) （B） 
⑤双方向授業への工夫（C） 
※A（十分実施している）B（実施しているが十分でない）C（うまく取り組めていない） 
上記を鑑みて現在の授業実践・教授手法をどのように改善していますか。 
 
 単元ごとに提出させているレポート採点により学生の理解度を把握することはできている
ものの、実習中のレポート作成時の質疑応答が十分できているとは言えないのが現状であ
る。一人で 75 人と平等にコミュニケーションをとることは容易でないため、この課題に対
しては実習中の班単位（16 斑）を想定した双方向授業の導入という形での対応を考えてい
る。具体的にはレポート作成時に班ごとに巡回し、積極的に対話を取り入れるよう改善した
い。しかし、1 班 3 分の時間をかけたとしても 16 班もあると計 50 分を要し、結果として待
っているだけの班がどうしても出てくる（それでなくても学生から”実習の待ち時間が無駄に
長い”とのコメントあり）ので、教員 2 人またはそれ以上の体制で行える環境が望ましいと考
えています。 
 
⑥国家試験対策としてどのような取組をしましたか。 

4 年次の主担当科目である家畜衛生学および家畜衛生学実習において、講義内容に関連す
る国家試験の過去問を数問紹介した。まだ国試受験の危機感がない 4 年次に実際の問題とそ
のレベルを知ってもらうことで意識づけを行った。国家試験問題は図や写真を用いた問題を
紹介することで、講義や実習で学んだことの理解が深まりやすくなるよう工夫した。また、
講義または実習で使用する国家試験問題は毎年同一のものとし、これを定期試験で出題する
ことにより、その正答率から学生の理解度を年単位で把握している。 

6 年次の総合獣医学では、過去 6 年間の国家試験問題を分析し、家畜衛生学に関わる分野
の出題傾向を講義内容と時間配分に反映させた。また、講義スライド中に関連する国家試験



問題スライドを加えた PDF 資料を配布し、復習しやすい教材を提供した。 
 

5.学生授業評価 
①授業評価の結果をどのように授業に反映させましたか。 
対面実習が楽しかったとのコメントから、実習では講義や説明をなるべく少なくし、学生が

実際に手や体を使う時間をなるべく多く取るよう工夫した。実習時の新型コロナ対策の徹底

についてのコメントへは、実習専用の手袋・マスク・消毒液などを準備し、実習の開始時だ

けでなく実習時にも感染対策の注意喚起を口頭で行った。 
② ① の結果はどうでしたか。 
手や体を使った実習時間では、班内の学生同士だけでなく、他の班とも試行錯誤しながら取

り組む姿が見受けられ、有意義に取り組んでいるように見受けられた。 

③ ②を踏まえて次年度はどのように取組みますか。 
対面実習でしか得られない経験の優先順位を上げるために、講義や説明は遠隔実習で行い、

対面実習は手や体を使う課題をこれまで以上に用意したい。 

6.学生の学修成果 
1 学生の成績向上に資する取組を何か考えていますか。 
学生の理解度をレポート提出によって把握し次回の実習に反映させるとともに、提出され

たレポートにはコメントをつけて返却し、復習の機会を設けている。レポート内の考察部分

は自由記述としており、各々の実験結果の解釈と結論及びこれらを文章化するトレーニング

を行っている。 
②教育活動によって得られた学生の成果及び学生・第三者からの評価 
 客観的な評価なし 
7. 指導力向上のための取組（FD 研究会参加状況） 
学内で企画・準備された研修会にはすべて参加している。 

 
8．今後の目標（理念の実現に向かう今後のマイルストーン） 
 実現したい理念は「自分で考えることができる」ことと「自ら問いをたて、問題解決でき

る」人材育成である。そのために、まずは自分の頭で考える機会として家畜衛生学実習を利

用し、単元ごとに提出されたレポートにより習熟度を検証していきたい。 
 

9．添付資料（根拠資料）（※）資料名のみ 
添付資料なし 

                        
 


